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  助成制度名（公募先） 助成対象 助成金額 募集期間     

社会福祉助成金 

（公益財団法人みずほ福祉助成財団） 
障害児に関する事業及び研究 

事業助成：15 万円以上

100万円まで 

研究助成：100万円 

～2012/07/31 

かながわ子ども・子育て支援大賞

（神奈川県保健福祉局福祉・ 

次世代育成部次世代育成課） 

子ども・子育て支援活動の

モデルとなる事業者や団体

を表彰 

大賞：10万円 

特別賞：8万円他 
～2012/07/31 

たすけあい未来ファンド 

（生活クラブ運動グループ 

福祉事業連合） 

団体（たすけあい未来サポー

ターの登録有） 
上限額 400万円 

第 2期： 

2012/08/01～11/15 

かながわ民際協力基金 

（財団法人かながわ国際交流財団） 

神奈川県内で外国籍の子ど

もたちと共生する地域社会

づくりに取組む NPOなど 

上限額 300万円  
秋期： 

2012/10/01～11/30 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

イベントや研修会･･･「せっかく良い内容だったの

に写真では楽しそうに見えない」など、イマイチ魅力

を伝えられない等の課題を聞きます。こうした課題を

解消すべく、写真家の大向哲夫先生を講師にお招きし、

効果的な広報・記録写真についてポイントを学びまし

た。講座では、「アングルの違いで同じものが違って

写る」、「大切なのは雰囲気が 

伝わること」、「イベント写真 

では①テーマが明確、②全体 

の賑わい・楽しさが伝わる、 

③参加者の表情がよく分かる、 

 

 

３つが必要」などの話しがありました。また、講座で

学んだことを実践すべく、外に出て撮影後、その写真

を使って具体的に「どこが良い」「どこを直すか」と

いう解説があり、すぐに役立つ分かりやすい内容でし

た。 （記：コーディネーターＩ） 

 
■□■□■   参加者の感想     ■□■□■ 

 ● 写真撮影は体力が必要ですね。積極的に行きます！ 
 ● 写真に苦手意識がありましたが、「撮ってみよう。 

撮ってやろう！」と前向きになりました。 
 ● まずは、たくさん撮ってみることから始めます。 
 

子ども・若者や子育てに関わる活動の充実には、 

財源の確保が不可欠です。現在募集中の助成団体を

掲載しました。これから秋に向け、助成金の募集数

が増えてきます。ぜひ活用し、活動を充実させてい

きましょう。 

※この他にも情報があります。詳しくは窓口のスタッフにお尋ね下さい。 

 

 

編 集 ・ 発 行 

平成 24年 7月 1日発行 

（公財）よこはまユース 横浜市青少年育成センター 

横浜市中区住吉町4-42-1関内ホール地下1階 

TEL：045-664-6251 /FAX：045-664-6254 
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育成センターだより 

広報・記録のための 「デジカメ入門」～６月 19日（火）実施～ 

■育成センターの研修室・スタジオや着ぐるみの
利用許可申請書を E-mailで提出できるようにな
りました。 
申請書のダウンロードはＨＰからどうぞ。 
E-maIL：ikusei@yokohama-youth.jp 

 

 
■スタジオの空き状況がＨＰ上でご覧頂けるように
なりました。毎週 1回更新します。 
申込みは随時変動します。必ず、電話で空き状況
をご確認ください。 
http://www.yokohama-youth.jp 
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【料 金】（１コマ） 

青少年 

（～24才以下） 

育成者・指導者 一般 

平日 日曜・祝日 平日 日曜・祝日 

無料 150円 200円 700円 950円 

【時間枠】         

平日（月曜～土曜） ①9：00～12：00  ②12：15～15：15  ③15：30～18：30  ④18：45～21：45 

日曜・祝日 ①9：00～12：45  ②13：00～16：45 

 

～育成センター利用者さんの活動やインタビューをご紹介します！～ 

   

 

【お申込み/お問い合わせ】※感想や情報をお寄せ下さい。 

横浜市青少年育成センター/ TEL：045-664-6251 FAX:045-664-6254 E-mail:ikusei@yokohama-youth.jp 

 
のご案内 
 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 
8畳のふた間つづきで、定員 24人のお部屋です。ヨガ、作法練

習、舞踊練習など「クツを脱いで行なうもの」のほか、会議な

ど、くつろいだ雰囲気で幅広くご利用できます。 

テーブル、座布団が用意してあります。 

青少年（～24才以下）は無料で利用できますので、学習や文化

祭などの打合せにもご利用下さい。 

 

 

 

 

 

 

『神奈川県庁合唱団』（第 1研修室利用） 

県庁職員を中心とした合唱団ですが一般の方も入

団できます。吉田孝古麿先生を音楽監督に、歌って

踊れる公務員を目指しています。 

また、11月 22日（木）に、みなとみらい小ホール

で第 37回サロンコンサートを開催します。 

 

 

 
 
どんなことでも、極めていくには時間がかかります。あせらず、

じっくり、今できることに取り組んでください。そして、長く続

けて下さい。        

『神奈川県庁合唱団』上杉さん  

 

 

 
『馬車道通信』5月号でご紹介した絶景ポイント、“育成Ｃ前の 
入船通りを桜木町方面に歩いていき、立体パーキングを登って 
渡る橋”。実はこの「橋」も、知る人ぞ知る名所になっています。 
この橋（住吉橋）をデザインしたのは、昨年他界した柳宗理氏。

日本の工業デザイナーの草分け的存在として知られ、蝶が羽を広げ
たような形のイス「バタフライスツール」を手掛けたデザイナーと
して、世界的にも知られています。 

意識して橋を眺めてみると、両側に配された
街灯の丸みを帯びた形に、柳氏の個性を感じま
す。普段何気なく通り過ぎる風景を、たまには
立ち止まって眺めてみてはいかがでしょうか。
新鮮な発見が得られるかもしれません。 

（Ｔ-吉田） 

 
■第 2研修室の 
カーテンを、 
落ち着いた 
ブラウンに 
替えました。 
 
 

■室内温度を「28℃」設定にしていま
す。日頃から節電にご協力いただき
ましてありがとうございます。 
快適にご利用いただくために、サー
キュレーター（扇風機）の貸出しを
しております。窓口までご遠慮なく 
お申出ください。 

 


